
７４，３５４円

５８，７０７円

／１光信号伝送装置ごと

（２５６ユーザ）

（現行料金）

光信号伝送装置単
位で接続する場合

２３，８９９円

８，２５２円

／１光信号主端末回線収容装置ごと

（３２ユーザ）
９，９９０円

／８光信号主端末回線

ごと

５，０４４円

／１光信号主端末回線

ごと

６１３円

／１光信号分岐

端末回線ごと

ＯＳＵ単位で

接続する場合

OSU・局内ｽﾌﾟﾘｯﾀ
加入者光ﾌｧｲﾊﾞ・
局外ｽﾌﾟﾘｯﾀ

基本料合計光信号伝送装置（ＯＬＴ）

光信号主端末回線
光信号分岐端末
回線（引込線）

区　分

【別紙】端末回線伝送機能(加入者光ﾌｧｲﾊﾞを使用する最大１０Ｍb/sのｼｪｱﾘﾝｸﾞ方式)の接続料金

＝

（ＮＴＴビル）

CTF

◎：ＰＯＩ（相互接続点）
ＣＴＦ（Cable Termination Frame)：光ファイバ回線を収容する配線装置
ＯＳＵ（Optical Subscriber Unit)：回線終端装置と対向して光信号を伝送する装置（パッケージ）
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端装置

（注１）上記の他に回線管理運営費（  １光信号分岐端末回線あたり月額１５７円、１請求書あたり月額１２８円）が必要となります。
（注２）実際の接続料の適用は上記料金表の合計額を基本料とし、設備使用状況に応じて光信号主端末回線と光信号分岐端末回線の料金を加算します。
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＜設備構成イメージ＞

※

※回線終端装置、屋内配線
はＮＴＴ東西のユーザ料
　金として別途必要

加入者
光ファイバ

(現行料金)OLT
単位で接続

（
Ｏ
Ｌ
Ｔ
）

部分を今回新たに追加

他事業者
ＩＰ網

備考

局外ｽﾌﾟﾘｯﾀの設置
場所から概ね電柱
４本程度の範囲に
おいて提供

１回線（局外ｽﾌﾟﾘｯﾀ）あた
り最大４光信号分岐端末回
線収容可能

OSU１ﾊﾟｯｹｰｼﾞ及びそれと対
になる局内ｽﾌﾟﾘｯﾀ１個に最
大８芯の加入者光ﾌｧｲﾊﾞが
収容可能

１装置当たり最大８OSUが収容可能

（１OSU当たり最大３２ﾕｰｻﾞが収容可能）

【接続料金（月額）】

　加入者光ファイバを複数のユーザで共有するタイプで、従来の光信号伝送装置（ＯＬＴ）単位の接続料金に加えて、新たにＯＳＵ単位の接続料金を算定しました。

OSU単位で接続


